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１．福岡市地区計画及び集落地区計画の区域内における建築物の制限に 

関する条例の一部を改正する条例案（議案第 152 号） 

１ 理由 

 令和３年３月に都市計画決定告示した天神一丁目地区地区計画における建築物の制限

について，建築基準関係規定として建築確認審査の対象とするため，福岡市地区計画及

び集落地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例（以下「地区計画条例」と

いう。）の一部を改正するもの。

２ 概要 

 天神一丁目地区地区計画においては，都市計画法の規定に基づく地区整備計画として，

建築物に関する制限（建築物等の用途の制限，壁面の位置の制限等）を定めている。 

 この制限の一部を建築基準法（第６８条の２第１項）に基づく地区計画条例の規定と

して，以下のとおり定めるもの。 

（１）別表第１に，本条例が適用される区域として天神一丁目地区地区整備計画区域を

追加する。 

（２）別表第２に，天神一丁目地区地区整備計画区域内の建築物に関する制限を定める

もの。 

 なお，当該地区計画については，令和２年 12 月福祉都市委員会に報告の後，都市計画

審議会に諮問し，承認する旨の答申を受け，令和３年３月都市計画決定告示されている。 

３ 施行期日 

 この条例は，公布の日から施行する。 

（参考）都市計画決定手続きと決定内容を条例化するまでの流れ
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※地区整備計画において建築物の制限として定めた

事項のうち，条例化できる事項を条例化する。
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（旧）

名称 区域

（略）

別表第１（抄）新旧対照

天神二丁目地区地区整備計画区域
福岡広域都市計画地区計画天神二丁目地区地区計画の区域
のうち，地区整備計画が定められた区域

（略）

大名二丁目地区地区整備計画区域
福岡広域都市計画地区計画大名二丁目地区地区計画の区域
のうち，地区整備計画が定められた区域
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（新）

名称 区域

（略）

追加 天神一丁目地区地区整備計画区域
福岡広域都市計画地区計画天神一丁目地区地区計画の区
域のうち，地区整備計画が定められた区域

天神二丁目地区地区整備計画区域
福岡広域都市計画地区計画天神二丁目地区地区計画の区
域のうち，地区整備計画が定められた区域

（略）

大名二丁目地区地区整備計画区域
福岡広域都市計画地区計画大名二丁目地区地区計画の区
域のうち，地区整備計画が定められた区域
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別表第２（抄）新旧対照

（旧）　

オ

（ア） （イ） （ア） （イ）

平方メート
ル

大名二丁目地区地区
整備計画区域

天神二丁目地区地区
整備計画区域

計画地区

ア イ

（略）

エ

建築してはならない建築物 建築物の容積率
の最高限度

（従前と内容の変更がないため省略）

建築物の建蔽率
の最高限度

建築物の敷
地面積の最
低限度

（従前と内容の変更がないため省略）

（略）

（略）
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ク ケ

（ア） （ウ）

メートル

（略）

キ

外壁等の面から敷地境界線までの距離の最低限度 壁等を建築してはならな
い部分

建築物の高
さの最高限
度

（イ）
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別表第２（抄）新旧対照

（新）　

オ

（ア） （イ） （ア） （イ）

平方メート
ル

大名二丁目地区地区
整備計画区域

天神二丁目地区地区
整備計画区域

計画地区

ア イ

（略）

エ

建築してはならない建築物 建築物の建蔽率
の最高限度

建築物の容積率
の最高限度

建築物の敷
地面積の最
低限度

（従前と内容の変更がないため省略）

（略）

北
エ
リ
ア

(1) 風俗営業及び店舗型性風俗特殊営業に
供する建築物
(2) 建築物の最上階及びその直下階以外の
部分を法別表第２（い）項第１号から第３号
までに掲げる用途に供する建築物
(3) 法別表第２（へ）項第２号及び（と）
項第３号に掲げる工場

追
加

（従前と内容の変更がないため省略）

（略）

天神一丁目地区地区
整備計画区域

再
開
発
等
促
進
区
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ク ケ

（ア） （ウ）

メートル

5（地盤
面からの
高さが
2.5メー
トルを超
える建築
物の部分
にあって
は，2）

4

2

（略）

キ

建築物の高
さの最高限
度

（イ）

外壁等の面から敷地境界線までの距離の最低限度 壁等を建築してはならな
い部分

(3)市道天神3号線及び市道天神4
号線との敷地境界線

(2)市道天神11号線との敷地境界
線

(1)市道天神5号線との敷地境界線建築物の外壁若しくはこれに代わる柱又は
建築物に附属する門若しくは塀で高さ2
メートルを超えるもの（歩廊，渡り廊下そ
の他これらに類する建築物の部分で，歩行
者の利便に供するものを除く。）

広場Ａ，広場Ｂ，広場
Ｃ，広場Ｄ，広場Ｅ，広
場Ｆ，広場Ｇ及び広場Ｈ
の区域内の部分（地上部
の広場にあっては床面(屋
外の１階部分に設置され
る広場にあっては，地盤
面）からの高さが5メート
ルを，地下部の広場に
あっては床面からの高さ
が2.5メートルを超える建
築物の部分及びこれを支
える柱で広場の利用上支
障がないもの並びに階段
等を除く。）
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第9号生産
緑地地区（麦野）

第11号生産
緑地地区（板付）

第10号生産
緑地地区（麦野）

3-3-114

貝塚駅周辺土地区画整理

九

ニ

天神一丁目地区地区計画

9

-9-

15081
テキストボックス
参考資料



福岡広域都市計画地区計画の決定（福岡市決定） 

都市計画天神一丁目地区地区計画を次のように決定する。

名称 天神一丁目地区地区計画 

位置 福岡市中央区天神一丁目の一部 

面積 約 2.3ha 

地区計画の目標 

当地区は、市内随一の業務・商業が集積する天神地区にあり、天神地下街や鉄

道駅に近接し、渡辺通りや国体道路に接する、多くの人々が行き交う地区であ

る。

当地区では、国際的な都市間競争が進行する中での都心機能の強化や、さら

なる回遊性向上に向けた地上・地下が一体となった東西、南北の歩行者ネット

ワークの強化、周辺地区とも連携した面的・重層的なにぎわい形成等が課題と

なっている。

このため、国際競争力、環境、魅力、安全安心、共働など、今後求められる都

市づくりの観点を踏まえ、都心部の機能強化とともに、回遊性の高い立体的な

歩行者ネットワークを創出するなど、天神地区の魅力向上に資する質の高い市

街地環境の形成を目標とする。

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針

土地利用の方針 

都心機能を強化し、国際競争力を高めるため、土地利用の方針を以下のよう

に定める。 

＜基本方針（共通項目）＞ 

①業務・商業機能などの高度化を図るとともに、地上低層部から地下部を中心

に交流、にぎわい等の機能導入を図る。

②地上と地下の歩行者ネットワークの強化などとあわせて、土地の有効・高度

利用を促進する歩いて楽しい安全安心で魅力的な市街地の形成を図る。

都市基盤施設及び 

地区施設の 

整備の方針 

周辺地区とも連続する快適な歩行者ネットワークを形成し、回遊性の向上を

図るため、都市基盤施設及び地区施設の整備の方針を以下のように定める。

＜基本方針（共通項目）＞

●北エリア

①渡辺通りと市役所西側ふれあい広場をつなぐ地上広場及び天神地下街に接続

する地下広場を整備し、これらの広場をエスカレーター等の昇降機で結ぶこ

とにより、東西の回遊性の高い立体的な歩行者ネットワークを創出し、地上・

地下の連続的なにぎわい空間を形成する。

②天神ふれあい通り地下通路からパサージュ広場方面への地下歩行者用通路を

整備するとともに、これに接続する地上・地下の広場並びに地下部から地上

部への出入口を確保することにより、南北の歩行者ネットワークを拡充する。 

③天神地下街と市役所前地下広場をつなぐ東西方向の地下歩行者用通路を整備

するとともに、これに接続する地上・地下の広場並びに地下部から地上部へ

の出入口を確保する。

④天神４号線沿いの地上広場及び天神地下街に接続する地下広場を整備し、こ

れらの広場をエスカレーター等の昇降機で結ぶことにより、天神地下街から

地上部への縦動線を強化する。
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区
域
の
整
備
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全
の
方
針

都市基盤施設及び 

地区施設の 

整備の方針 

＜誘導方針（努力項目）＞

⑤主要な歩行者動線の結節点において、バリアフリー化された地上・地下を結

ぶ縦動線の整備を誘導する。

●北エリア

⑥天神３号線、天神４号線、天神５号線、天神１１号線等において、わかりやす

く、歩いて楽しい歩行者ネットワークを形成し、回遊性の向上を図るため、建

築物の機能更新とあわせて、快適で高質な空間の創出を図る。

⑦地下歩行者ネットワークを強化するため、建築物の機能更新とあわせて、快

適で高質な地下歩行者空間等の創出を図る。

⑧天神地下街や地下通路等と連絡する地下部においては、来街者を迎え、多様

な交流の場となるよう、にぎわいと風格のある空間の創出を図る。

建築物等の 

整備の方針 

良好な市街地環境の形成を図るため、建築物等の整備の方針を以下のように

定める。

＜基本方針（共通項目）＞

①当地区にふさわしい業務・商業等の機能の集積と、建物低層部への歩行者空

間に面したにぎわいの創出を図るため、必要に応じて「建築物の用途の制限」

を定める。

②土地の健全かつ合理的な高度利用を通じて魅力ある市街地環境の形成を図る

ため、必要に応じて「建築物の容積率の最高限度」を定める。

③歩行者及び自転車の安全で快適な空間を確保するため、必要に応じて「壁面

の位置の制限」を定める。

④にぎわいのある街並みの形成を図るため、必要に応じて「建築物等の形態又

は意匠の制限」「壁面の位置の制限」等を定める。

＜誘導方針（努力項目）＞

⑤敷地内における歩行者回遊動線の設置や多層階での歩行者結節動線の設置に

より、歩行者ネットワークの拡充・強化を図り、回遊性の向上に努める。

⑥交通環境の改善を図るため、利用しやすい駐輪場の整備に努めるとともに、

駐車場の出入口を周辺の交通環境や歩行者の安全に配慮した配置とし、集約

化（車路共用化、地下接続等）に努める。

⑦環境との共生を図るため、環境負荷の低減や資源の再利用、緑化をはじめと

する自然的環境の創出等に努める。

⑧安全・安心の向上を図るため、ユニバーサルデザインの理念に基づいた整備

や、耐震性の向上をはじめとした防災性及び防犯性の向上に努める。

●北エリア

⑨都心機能を強化し、国際競争力を高めるため、業務・商業機能などの高度化

や文化、情報発信などの機能の導入を図る。

⑩公共的な駐輪場や自動二輪駐車場、共同荷捌き駐車場の整備など、交通環境

の改善に努める。

⑪魅力ある街並みを創出するよう、建築物の低層部は通りに対して視覚的に開

放されたものとし、高質で洗練された広告物・サインの表示や沿道緑化を行

うなど、周辺環境と調和した良好な沿道景観等の形成に努める。

：条例化する部分
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建築物等の 

整備の方針 

＜許可方針（選択項目）＞ 

●北エリア

⑫良好な街並み及び魅力ある市街地環境を形成するため、「壁面の位置の制

限」等を定め、特定行政庁の許可により当地区にふさわしい道路斜線制限及

び隣地斜線制限の運用を図る。

その他当該区域の 

整備及び開発に 

関する方針 

渡辺通り沿いにおいて、都心にふさわしい、質の高い都市景観の形成を図

る。 

再開発等促進区 約 1.3ha 

主要な公共施設の 

配置及び規模 

広場 

名称 面積 摘要 

広場Ａ 約５００㎡ 地上部 

広場Ａ及び広場Ｂに接続す

るエスカレーター等の昇降

機を含む。 

（ただし、広場の面積に

は、昇降機等の出入口施設

の面積を算入しないものと

する。） 

広場Ｂは天神地下街と接続

する。 

広場Ｂ 約３００㎡ 地下部 

広場Ｃ 約１００㎡ 地上部 
地下部から地上部への階段

等の出入口施設を含む。

（ただし、広場の面積に

は、出入口施設の面積を算

入しないものとする。） 
広場Ｄ 約１００㎡ 地下部 

その他の 

公共空地 

名称 幅員 延長 摘要 

歩行者用通路Ａ ４ｍ 約４０ｍ 地下部 
天神ふれあい通り地下通路

及び広場Ｄと接続する。 

再開発等促進区 

北エリア 

地
区
整
備
計
画

面積 約 1.3ha 

地区施設の 

配置及び規模 

広場 

名称 面積 摘要 

広場Ｅ 約１００㎡ 地上部 
地下部から地上部への階段

等の出入口施設を含む。（た

だし、広場の面積には、出入

口施設の面積を算入しない

ものとする。）

広場Ｆ 約１００㎡ 地下部 

広場Ｇ 約３００㎡ 地上部 

広場Ｇ及び広場Ｈに接続す

るエスカレーター等の昇降

機を含む。 

（ただし、広場の面積に

は、昇降機等の出入口施設

の面積を算入しないものと

する。） 

広場Ｈは天神地下街と接続

する。 

広場Ｈ 約１００㎡ 地下部 

その他の 

公共空地 

名称 幅員 延長 摘要 

歩行者用通路１号 ４ｍ 約４０ｍ 地下部 
広場Ｂ及び広場Ｆと接続す

る。 

建築物等の用途 

の制限 

建築をしてはならない建築物は、次に掲げるものとする。 

１ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第１項及び第６

項に掲げる用途に供する建築物 
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地
区
整
備
計
画

建
築
物
に
関
す
る
事
項

建築物等の用途 

の制限 

２ 建築物の最上階及びその直下階以外の部分を建築基準法別表第２(い)項第

１号から第３号までに掲げる用途に供する建築物 

３ 建築基準法別表第２（へ）項第２号に掲げる工場 

４ 建築基準法別表第２（と）項第３号に掲げる工場 

なお、建築物の低層部には、都心部の機能強化に資する集客・交流・創造等

の機能を担い、沿道のにぎわい創出に資する用途の導入に努めるものとする。 

建築物の 

容積率の 

最高限度 

１ 建築物の容積率の最高限度は、１０分の１０５とする。 

２ 地区計画の区域の整備・開発及び保全に関する方針の誘導方針（努力項

目）に該当する整備を行う建築物で、かつ、都心部の機能強化と魅力づくり

に資する建築物の容積率の最高限度については、最大で１０分の３０（天神

ビッグバンボーナス認定を受けた建築物については、さらに１０分の５を加

えた数値とする。）を前項に掲げる数値に加えた数値とする。 

ただし、敷地面積が１０００㎡未満の建築物にあっては、建築物の容積率の

最高限度は１０分の１１５とする。（この地区計画の告示があった日におい

て、現に建築物の敷地として使用されている１０００㎡未満の土地について、

その全部を一の敷地として使用するものを除く。） 

壁面の位置の 

制限 

１ 計画図に示す広場Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ及びＨの区域には、建築物の

壁若しくはこれに代わる柱の面又は建築物に付属する門若しくはへいを建築

してはならない。 

ただし、当該広場の床面（屋外の１階部分に設置されるものにあっては、

地盤面）からの高さが地上部にあっては５ｍ、地下部にあっては２.５ｍを超

える建築物の部分及びこれを支える柱で広場の利用上支障がないもの並びに

階段等については、この限りではない。 

２ 計画図に示す位置においては、敷地境界線から建築物の外壁若しくはこれに

代わる柱の面又は建築物に付属する門若しくはへいまでの距離の最低限度は

５ｍ（地盤面からの高さが２．５ｍを超える建築物の部分にあっては２ｍ）、

４ｍ又は２ｍとする。 

ただし、歩廊、渡り廊下その他これらに類する建築物の部分で、歩行者の

利便に供するものはこの限りではない。 

建築物等の 

形態又は意匠の 

制限 

都心にふさわしい良好な都市景観の形成を図るため、建築物の屋根及び外壁

又はこれに代わる柱の面は、周辺の環境と調和するよう、形態、意匠及び色彩に

配慮するものとする。 

「地区計画、再開発等促進区及び地区整備計画の区域、主要な公共施設の配置及び規模、地区施設の配置及

び規模、並びに壁面の位置の制限は計画図表示のとおり」 

理 由 

当地区は、福岡を代表する業務・商業地区であり、国際的な都市間競争が進行する中での都心機能の強化

や、さらなる回遊性向上に向けた地上・地下が一体となった東西及び南北の歩行者ネットワークの強化、周

辺地区とも連携した面的・重層的なにぎわい形成等が課題となっている。このたび、都心部の機能強化や魅

力あるまちづくりを推進するため、本案のとおり決定する。

：条例化する部分
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（議案第 156 号） 

２．令和元年度市営弥永住宅（その 2 地区）新築工事請負契約の一部変更に 

ついて 

契約件名  令和元年度市営弥永住宅（その２地区）新築工事 

理   由  

本件は、賃金水準及び物価水準の上昇に伴い、令和２年２月議会の

議決を経て契約した令和元年度市営弥永住宅（その２地区）新築工事

請負契約に係る契約価額を、建設工事請負契約書第 25 条６項の規定に

より変更する必要が生じたので、議会の議決を求めるものである。 

契   約  令和２年２月20日 

変更価額 

変更価額 902,862,400 円（82,078,400 円） 

元議決額 897,702,300 円（81,609,300 円） 

増額   5,160,100 円（   469,100 円） 

※（ ）内は、うち取引に係る消費税及び地方消費税の額 

【参考：契約概要】 

○契約の相手  照栄・博栄建設工事共同企業体 

代表者・福岡市南区向新町二丁目 5 番 16 号 

照栄建設株式会社 

・福岡市博多区比恵町 2 番 1-203 号

株式会社博栄建設

○工事概要 鉄筋コンクリート造 12 階 84 戸建 １棟 

延面積  5,183.96 ㎡ 

○工 事 地 福岡市南区弥永団地 

○工  期 議決の翌日から 630 日間 

（令和２年２月 21 日から令和３年 11 月 11 日まで） 

○保証期間  受渡完了の日から２年間 
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（議案第 157 号） 

３．令和２年度市営壱岐住宅新築工事請負契約の一部変更について 

契約件名  令和２年度市営壱岐住宅新築工事 

理   由  

本件は、賃金水準及び物価水準の上昇に伴い、令和２年９月議会の

議決を経て契約した令和２年度市営壱岐住宅新築工事請負契約に係る

契約価額を、建設工事請負契約書第 25 条６項の規定により変更する 

必要が生じたので、議会の議決を求めるものである。 

契   約  令和２年９月15日 

変更価額 

変更価額 755,533,900 円（68,684,900 円） 

元議決額 750,321,000 円（68,211,000 円） 

増額   5,212,900 円（   473,900 円） 

※（ ）内は、うち取引に係る消費税及び地方消費税の額 

【参考：契約概要】 

○契約の相手  西中洲樋口・旭建設工事共同企業体 

代表者・福岡市中央区西中洲 12 番 13 号 

株式会社西中洲樋口建設 

・福岡市博多区博多駅南五丁目 10 番 13 号

株式会社旭工務店

○工事概要 鉄筋コンクリート造 10 階 70 戸建 １棟 

延面積  4,163.55 ㎡ 

○工 事 地 福岡市西区壱岐団地 

○工  期 議決の翌日から 570 日間 

（令和２年９月 16 日から令和４年４月８日まで） 

○保証期間  受渡完了の日から２年間 
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（議案第 158 号） 

４．令和２年度市営箱崎ふ頭住宅新築工事請負契約の一部変更について 

 

契約件名  令和２年度市営箱崎ふ頭住宅新築工事 

理   由  

本件は、賃金水準及び物価水準の上昇に伴い、令和３年２月議会の

議決を経て契約した令和２年度市営箱崎ふ頭住宅新築工事請負契約に

係る契約価額を、建設工事請負契約書第 25 条６項の規定により変更 

する必要が生じたので、議会の議決を求めるものである。 

契   約  令和３年２月22日 

変更価額 

変更価額 651,366,100 円（59,215,100 円） 

元議決額 648,885,600 円（58,989,600 円） 

増額   2,480,500 円（   225,500 円） 

※（ ）内は、うち取引に係る消費税及び地方消費税の額 

 

【参考：契約概要】 

○契約の相手  東部・占部建設工事共同企業体 

 

代表者・福岡市東区原田一丁目 1 番 21 号 

株式会社東部産業 

・福岡市博多区石城町 12 番 5 号 

占部建設株式会社 

 

○工事概要   鉄筋コンクリート造８階 62 戸建 １棟 

延面積  3,567.54 ㎡ 

 

○工 事 地   福岡市東区箱崎ふ頭三丁目 

 

○工  期   議決の翌日から 510 日間 

（令和３年２月 23 日から令和４年７月 17 日まで） 

 

○保証期間    受渡完了の日から２年間 
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（議案第 159 号） 

５．令和２年度市営下山門住宅（その１地区）新築工事請負契約の一部変更に 

ついて 

契約件名  令和２年度市営下山門住宅（その１地区）新築工事 

理   由  

本件は、賃金水準及び物価水準の上昇に伴い、令和３年２月議会の

議決を経て契約した令和２年度市営下山門住宅（その１地区）新築  

工事請負契約に係る契約価額を、建設工事請負契約書第 25 条６項の 

規定により変更する必要が生じたので、議会の議決を求めるもので 

ある。 

契   約  令和３年２月22日 

変更価額 

変更価額 671,639,100 円（61,058,100 円） 

元議決額 669,824,100 円（60,893,100 円） 

増額   1,815,000 円（   165,000 円） 

※（ ）内は、うち取引に係る消費税及び地方消費税の額 

【参考：契約概要】 

○契約の相手  法城・オークス建設工事共同企業体 

代表者・福岡市南区長丘五丁目 4 番 1 号 

法城建設株式会社 

・福岡市博多区山王二丁目 1 番 16 号

株式会社オークス建設

○工事概要 鉄筋コンクリート造 10 階 60 戸建 １棟 

延面積  3,772.69 ㎡ 

○工 事 地 福岡市西区下山門団地 

○工  期 議決の翌日から 570 日間 

（令和３年２月 23 日から令和４年９月 15 日まで） 

○保証期間  受渡完了の日から２年間 
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（議案第 160 号） 

６．令和２年度市営下山門住宅（その２地区）新築工事請負契約の一部変更に 

ついて 

契約件名  令和２年度市営下山門住宅（その２地区）新築工事 

理   由  

本件は、賃金水準及び物価水準の上昇に伴い、令和３年２月議会の

議決を経て契約した令和２年度市営下山門住宅（その２地区）新築  

工事請負契約に係る契約価額を、建設工事請負契約書第 25 条６項の 

規定により変更する必要が生じたので、議会の議決を求めるもので 

ある。 

契   約  令和３年２月22日 

変更価額 

変更価額 835,478,600 円（75,952,600 円） 

元議決額 832,778,100 円（75,707,100 円） 

増額   2,700,500 円（   245,500 円） 

※（ ）内は、うち取引に係る消費税及び地方消費税の額 

【参考：契約概要】 

○契約の相手  旭・岩堀建設工事共同企業体 

代表者・福岡市博多区博多駅南五丁目 10 番 13 号 

株式会社旭工務店 

・福岡市南区若久二丁目 33 番 18 号

株式会社岩堀工務店

○工事概要 鉄筋コンクリート造 10 階 80 戸建 １棟 

延面積  4,746.85 ㎡ 

○工 事 地 福岡市西区下山門団地 

○工  期 議決の翌日から 580 日間 

（令和３年２月 23 日から令和４年９月 25 日まで） 

○保証期間  受渡完了の日から２年間 

-20-



議案上程住宅位置図

博多湾

千早

博多駅 福岡空港天神
大濠公園

大橋

姪浜

北

春日市

香椎

竹下

弥永住宅

壱岐住宅

下山門住宅

箱崎ふ頭住宅

-21-



■インフレスライド条項（建設工事請負契約書第 25 条第６項）とは

〇予期することができない特別の事情により、工期内に労務費や工事材料費等

の価格が急激に変動し、請負代金額が不適当となった場合に、一定の基準で

残工事分の請負代金額を変更できる規定。 

〇今回、令和 3 年 2 月 19 日付の国からの通知を受け、福岡市においても  

令和 3 年 3 月 1 日にインフレスライド条項の適用が決定され、財政局より 

各関係部局に通知された。 

〇インフレスライドの対象工事は、令和 3 年２月２8 日以前に契約がなされた 

工事で、受注者による変更請求日（＝基準日）からの残工期が２ケ月以上ある

もの。また、増額幅は、基準日以降における残工事分の金額を新労務単価等 

にて再積算し、その金額から受注者の負担割合分※（変更前の残工事金額の

100 分の 1）を控除した金額となる。 

※国のマニュアルにおいて、工事請負契約書第 29 条「不可抗力による損害」に準拠するもの

として定められた値。

 

 

旧労務単価 新労務単価（R3.3.1～）

旧労務単価
による積算

契約日

残工期が基準日から２ヶ月以上
工期末工期始め

残工事部分に対して、インフレスライド条項を適用

新労務単価等に入れ替えて積算

【変更請求日】

＝【基準日】

全 体 工 事

残工事工事済部分

40m × 100円 ＝ 4,000円 60ｍ × 100円 ＝ 6,000円 （P1）

スライド額　540円（増額幅）

出来形部分（工事済部分） ← 基準日 → 残工事部分（スライド対象部分）

控除額60円（受注者負担分：P１の１.0％）

［ 数量 ］

［ 単価 ］

100円

110円

100m

※P１ ： 残工事部分の変更前の金額（6,000円）

P２ ： 残工事部分の変更後の金額（6,600円）

スライド額（増額幅） ： Ｐ２－Ｐ1－（P1×1.0％） ＝ 6,600円－6,000円－60円 ＝ 540円

60ｍ × 110円

＝6,600円（P2）

（ｲﾝﾌﾚ）

〈参考：算定イメージ〉
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【位置図】 

【事故発生した複合遊具】 

【複合遊具滑り台マットの事故発生状況】 

早良体育館 

至 野芥 

重留中央公園 

事故発生場所 

２枚のゴムマットの境目に生じた段差で、 

足を捻り、損害が生じたもの。
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